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質
　
疑

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工

事
１
億
２
７
３
１
万
５
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
31
年
度

に
予
定
し
て
い
た
権
現
堂
川
小
学
校
、

吉
田
小
学
校
、
長
倉
小
学
校
の
大
規
模

工
事
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
そ
の
理
由

を
市
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、

長
倉
小
学
校
は
、
平
成
31
年
度
補
正
予

算
で
復
活
と
い
い
ま
す
か
、
補
正
で
出

さ
れ
た
理
由
も
兼
ね
合
わ
せ
て
答
弁
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
　
弁

　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工
事
に

つ
い
て
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
当
初
に
お
け
る
学
校
の
便
器

洋
式
化
を
含
め
た
ト
イ
レ
の
大
規
模
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
に
よ

り
さ
か
え
小
学
校
の
１
校
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ま
だ
改

修
が
終
わ
っ
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
財
政
状
況
と
国
庫
補

助
金
の
動
向
を
精
査
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑

　
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
、

ま
た
、そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
お
り
、

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
を
挙
げ
て
認
知
症
の
人
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
地
域

密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
徘
回
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
当
市
の
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
詳
細
、
経
費
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

答
　
弁

質
　
疑

平
成
31
年
３
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

　
平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
２
月
21
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
27
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
制
定
・
改
正
案
９
件
、
補
正

予
算
案
８
件
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
８
件
、
人
事
案
件

３
件
、
諮
問
案
件
２
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
２
件
は
採
決
の
結
果
、
１
件
が
採
択
・
意
見
書
提
出
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５
５
０
０
万
円（
9.8
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
5.4
％
増
の
67
憶
３
４
９
１
万
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５
５
０
０
万
円（
9.8
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
5.4
％
増
の
67
憶
３
４
９
１
万
円

平成31年度平成31年度 予算賛成多数で成立予算賛成多数で成立

一般会計 158億3700万円

歳入内訳
歳出款別予算額構成比

歳 入

歳 入 構 成
歳 出 構 成

　
歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５

５
０
０
万
円
と
大
幅
な
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
は
、
中
央
地
区
産
業
団
地

進
出
企
業
の
操
業
開
始
等
に
よ
る
市
税

の
増
加
を
含
み
構
成
比
53
・
０
％
。

　
依
存
財
源
は
、構
成
比
47
・
０
％
で
、

地
方
消
費
税
が
前
年
度
比
１
憶
２
０
０

万
円
の
増
額
と
な
る
ほ
か
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
補
助
金
、
基
金
か
ら
の
繰
入

金
、
市
債
発
行
等
は
22
憶
８
１
２
６
万

円
の
減
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
去
る
３
月
17
日
、
幸
手
駅

舎
・
東
西
自
由
通
路
・
西
口
広
場
が
供

用
さ
れ
、
事
業
費
の
支
払
い
が
ほ
ぼ
完

了
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳 入

市税
42.5％
市税

42.5％

総務費
11.6％
総務費
11.6％

民生費
39.7％
民生費
39.7％

衛生費
8.0％
衛生費
8.0％

土木費
10.4％
土木費
10.4％

消防費
5.8％
消防費
5.8％

教育費
11.0％
教育費
11.0％

公債費
7.8％
公債費
7.8％

地方交付税
12.6％

地方交付税
12.6％

国庫支出金
14.1％

国庫支出金
14.1％

繰越金
3.2％
繰越金
3.2％

繰入金
3.4％
繰入金
3.4％

県支出金
6.5％

県支出金
6.5％

臨時財政対策債
4.4％

臨時財政対策債
4.4％

事業市債
1.7％

事業市債
1.7％

その他依存財源
7.7％

その他依存財源
7.7％ 自主財源

8,378,124千円その他 5.7％その他 5.7％

依存財源
7,458,876千円

構
成
比
で
は
民
生
費
が
39
・
７
％
を
占
め
、総
務
費
、教
育
費
が
続
く
。

主
な
事
業
は
、さ
か
え
小
ト
イ
レ
改
修
、幸
手
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
長
寿
命
化
工
事
な
ど

歳 出

平成31年
３月定例会

その他自主財源
3.9％

その他自主財源
3.9％

性質別歳出内訳

特別会計

　(単位：千円）

2,906,239
89,914

1,993,375
2,206,131

61,833
15,837,000

7,257,492
（45.9％）

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,808,592
3,764,257
1,240,827

7,813,676
（49.3％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

765,832 765,832
（4.8％）普通建設事業

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

特定の収入を特定の事業のために使う会計
    （水道事業および公共下水道事業を除く）

6,247,458千円
622,751千円

3,770,822千円
35,283千円

461,747千円
11,138,061千円

※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

答
　
弁

　
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

経
費
で
す
が
、
ま
ず
、
つ
な
が
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
認
知
機
能
の

低
下
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
が
身
に
つ

け
た
小
型
の
見
守
り
機
器
、
小
型
タ
グ

と
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

っ
た
人
が
す
れ
違
う
と
、
対
象
者
の
位

置
情
報
の
履
歴
が
サ
ー
バ
ー
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
保
護
者
が
、
そ
の
提
供
さ
れ

た
位
置
情
報
履
歴
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
な
が
ら
探
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
象
者
の
早
期
発
見
と
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
位
置
情
報

提
供
を
補
充
す
る
た
め
に
、
市
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
公
共
施
設
に
感

知
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
と
し
て
、
25
カ
所
の
徘
回
探
索
サ

ー
ビ
ス
感
知
器
使
用
料
と
し
て
13
万
１

千
円
、
25
台
分
の
感
知
器
を
購
入
す
る

機
械
器
具
費
と
し
て
62
万
１
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
基
金
と
は
単
年
度
収
支
が
原
則
の
自

治
体
会
計
の
特
例
で
、
世
代
間
の
財
政

負
担
の
平
準
化
・
公
平
を
図
る
手
段
で

あ
り
、
一
度
積
ま
れ
た
積
立
金
は
将
来

に
わ
た
り
そ
の
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
。

　
庁
舎
建
替
え
の
青
写
真
作
成
を
待
た

ず
、
前
倒
し
で
基
金
を
積
み
た
い
考
え

は
理
解
で
き
る
が
、
財
政
厳
し
き
折
り

で
あ
る
。

　
今
後
の
財
政
需
要
、
資
金
計
画
等
を

早
急
に
明
確
に
し
、
市
民
・
議
会
に
示

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

　
　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
前
年
度
比
17
億
１
３
０
０
万
円
減
の

大
幅
縮
小
の
原
因
と
し
て
財
政
的
に
無

理
な
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
と
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
を
お
し
す
す
め
た
た
め

に
、
基
金
を
ほ
ぼ
使
い
果
た
し
、
今
後

の
事
業
費
を
計
上
で
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
。
借
金
は
、
土
地
開
発

公
社
26
億
２
２
０
０
万
円
を
加
え
た
債

務
残
高
は
１
７
１
億
４
４
０
０
万
円
と

な
り
、
借
金
が
増
え
つ
づ
け
基
金
が
枯

渇
す
る
破
算
状
態
で
す
。
過
大
な
投
資

を
や
め
、
財
政
再
建
策
が
急
務
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
交
通
安
全
対
策
費
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
支
援
事
業
交
付
金
の
計
上
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

状
況
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
無
く

す
発
信
自
治
体
と
し
て
見
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ

ス
感
知
器
使
用
料
の
計
上
は
急
速
な
高

齢
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業
務

委
託
料
の
計
上
は
、
防
災
減
災
で
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
市
税

は
前
年
度
比
5.4
％
の
増
加
を
見
込
み
、

増
収
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
事
業
と

し
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修

事
業
、
地
震
・
豪
雨
対
策
予
算
の
確
保
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
、

認
知
機
能
低
下
に
よ
る
「
つ
な
が
り
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
、
全
国

さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
よ
る
「
回

遊
型
観
光
」
の
推
進
等
、
財
政
規
模
を

堅
持
し
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　

　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業

の
操
業
開
始
に
よ
り
、
歳
入
で
は
、
約

３
億
円
の
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
の

お
そ
れ
が
あ
る
人
の
見
守
り
体
制
強
化

を
図
る
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
子
ど
も
の
弱
視
や
斜
視
な
ど
の

異
常
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る

３
歳
児
健
診
で
の
眼
科
屈
折
検
査
、
小

中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
政
の
中
で
も
明
る
い
未
来
に

繋
が
る
事
業
と
評
価
し
、賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　

　
私
は
、
次
の
５
点
を
論
拠
と
し
て
反

対
す
る
。 

①
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

十
分
足
り
て
い
る
と
市
の
見
解
。
高
齢

者
は
、
知
ら
な
い
か
ら
使
わ
な
い
。 

②

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。 

③

施
設
は
高
す
ぎ
て
入
れ
な
い
。
市
の
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。 

④
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
す
べ
て
民
間
で

は
な
く
、
市
営
を
復
活
す
べ
き
。 

⑤
介

護
保
険
の
貯
金
が
６
億
円
。
よ
り
良
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
使
う
べ
き
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
当
年
度
の
工
事
と
し
て
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
が
弁
天
橋
ま
で
完
了
し
、
バ
ス
運

行
に
期
待
が
持
て
る
。
区
画
道
路
は
４

か
所
1
4
7
ｍ
の
予
定
で
、
停
車
場
線

も
早
け
れ
ば
４
年
後
位
に
は
全
線
共
用

の
見
通
し
。
仮
換
地
率
３
割
強
、
移
転

棟
数
４
割
と
な
り
順
調
に
進
捗
。
新
幸

手
の
街
づ
く
り
の
た
め
当
事
業
を
着
実

に
進
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
画
期

間
の
平
成
42
年
度
を
目
途
に
、
地
域
住

民
と
の
密
な
る
コ
ン
タ
ク
ト
を
基
本
と

し
て
事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
切
に
要

望
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
交

通
面
、
防
災
面
で
の
問
題
を
解
消
し
、

市
の
玄
関
口
整
備
、
地
域
の
利
便
性
、

快
適
性
、
安
全
性
を
高
め
、
市
の
活
性

化
に
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。
当
初
予

算
は
駅
西
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

を
図
り
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
資

す
る
予
算
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是

非
と
も
着
実
な
事
業
執
行
の
た
め
の
予

算
執
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
請
願
第
１
号
）

　「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を

含
む
全
面
解
決
に
向
け
た
意
見
書
」
の

国
へ
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
採
択
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を
含

む
解
決
に
向
け
た
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、

法
務
大
臣
に
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。

　

一般会計

歳入予算額構成比

区　　　分

合　　計

自主財源

依存財源

6,734,910
533,460
500,000
609,754

2,000,000
2,235,007
1,038,169

690,000
274,200

1,221,500
15,837,000

42.5％
3.4％
3.2％
3.9％

12.6％
14.1％

6.5％
4.4％
1.7％
7.7％

100%

予算額 割合
（単位：千円）

市 税
繰 入 金
繰 越 金
その他の自主財源
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
 臨時財政対策債
 事 業 市 債
その他 依 存 財 源

市 

債

質
　
疑

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.90〔市議会だよりさって〕No.90



一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況一般会計予算の状況本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容

質
　
疑

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工

事
１
億
２
７
３
１
万
５
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
31
年
度

に
予
定
し
て
い
た
権
現
堂
川
小
学
校
、

吉
田
小
学
校
、
長
倉
小
学
校
の
大
規
模

工
事
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
そ
の
理
由

を
市
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、

長
倉
小
学
校
は
、
平
成
31
年
度
補
正
予

算
で
復
活
と
い
い
ま
す
か
、
補
正
で
出

さ
れ
た
理
由
も
兼
ね
合
わ
せ
て
答
弁
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
　
弁

　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工
事
に

つ
い
て
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
当
初
に
お
け
る
学
校
の
便
器

洋
式
化
を
含
め
た
ト
イ
レ
の
大
規
模
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
に
よ

り
さ
か
え
小
学
校
の
１
校
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ま
だ
改

修
が
終
わ
っ
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
財
政
状
況
と
国
庫
補

助
金
の
動
向
を
精
査
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑

　
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
、

ま
た
、そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
お
り
、

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
を
挙
げ
て
認
知
症
の
人
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
地
域

密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
徘
回
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
当
市
の
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
詳
細
、
経
費
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

答
　
弁

質
　
疑

平
成
31
年
３
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

　
平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
２
月
21
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
27
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
制
定
・
改
正
案
９
件
、
補
正

予
算
案
８
件
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
案
８
件
、
人
事
案
件

３
件
、
諮
問
案
件
２
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
２
件
は
採
決
の
結
果
、
１
件
が
採
択
・
意
見
書
提
出
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５
５
０
０
万
円（
9.8
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
5.4
％
増
の
67
憶
３
４
９
１
万
円

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５
５
０
０
万
円（
9.8
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
5.4
％
増
の
67
憶
３
４
９
１
万
円

平成31年度平成31年度 予算賛成多数で成立予算賛成多数で成立

一般会計 158億3700万円

歳入内訳
歳出款別予算額構成比

歳 入

歳 入 構 成
歳 出 構 成

　
歳
入
総
額
は
前
年
度
比
17
憶
５

５
０
０
万
円
と
大
幅
な
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
は
、
中
央
地
区
産
業
団
地

進
出
企
業
の
操
業
開
始
等
に
よ
る
市
税

の
増
加
を
含
み
構
成
比
53
・
０
％
。

　
依
存
財
源
は
、構
成
比
47
・
０
％
で
、

地
方
消
費
税
が
前
年
度
比
１
憶
２
０
０

万
円
の
増
額
と
な
る
ほ
か
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
補
助
金
、
基
金
か
ら
の
繰
入

金
、
市
債
発
行
等
は
22
憶
８
１
２
６
万

円
の
減
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
去
る
３
月
17
日
、
幸
手
駅

舎
・
東
西
自
由
通
路
・
西
口
広
場
が
供

用
さ
れ
、
事
業
費
の
支
払
い
が
ほ
ぼ
完

了
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳 入

市税
42.5％
市税

42.5％

総務費
11.6％
総務費
11.6％

民生費
39.7％
民生費
39.7％

衛生費
8.0％
衛生費
8.0％

土木費
10.4％
土木費
10.4％

消防費
5.8％
消防費
5.8％

教育費
11.0％
教育費
11.0％

公債費
7.8％
公債費
7.8％

地方交付税
12.6％

地方交付税
12.6％

国庫支出金
14.1％

国庫支出金
14.1％

繰越金
3.2％
繰越金
3.2％

繰入金
3.4％
繰入金
3.4％

県支出金
6.5％

県支出金
6.5％

臨時財政対策債
4.4％

臨時財政対策債
4.4％

事業市債
1.7％

事業市債
1.7％

その他依存財源
7.7％

その他依存財源
7.7％ 自主財源

8,378,124千円その他 5.7％その他 5.7％

依存財源
7,458,876千円

構
成
比
で
は
民
生
費
が
39
・
７
％
を
占
め
、総
務
費
、教
育
費
が
続
く
。

主
な
事
業
は
、さ
か
え
小
ト
イ
レ
改
修
、幸
手
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
長
寿
命
化
工
事
な
ど

歳 出

平成31年
３月定例会

その他自主財源
3.9％

その他自主財源
3.9％

性質別歳出内訳

特別会計

　(単位：千円）

2,906,239
89,914

1,993,375
2,206,131

61,833
15,837,000

7,257,492
（45.9％）

物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
繰 出 金
そ の 他

区　　　分

合　　計

義務的経費

投資的経費

その他経費

2,808,592
3,764,257
1,240,827

7,813,676
（49.3％）

予算額 小計（割合）
人 件 費
扶 助 費
公 債 費

765,832 765,832
（4.8％）普通建設事業

会　　計　　名

合　　　　　計

予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

特定の収入を特定の事業のために使う会計
    （水道事業および公共下水道事業を除く）

6,247,458千円
622,751千円

3,770,822千円
35,283千円

461,747千円
11,138,061千円

※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

答
　
弁

　
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

経
費
で
す
が
、
ま
ず
、
つ
な
が
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
認
知
機
能
の

低
下
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
が
身
に
つ

け
た
小
型
の
見
守
り
機
器
、
小
型
タ
グ

と
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

っ
た
人
が
す
れ
違
う
と
、
対
象
者
の
位

置
情
報
の
履
歴
が
サ
ー
バ
ー
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
保
護
者
が
、
そ
の
提
供
さ
れ

た
位
置
情
報
履
歴
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
な
が
ら
探
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
象
者
の
早
期
発
見
と
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
位
置
情
報

提
供
を
補
充
す
る
た
め
に
、
市
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
公
共
施
設
に
感

知
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
と
し
て
、
25
カ
所
の
徘
回
探
索
サ

ー
ビ
ス
感
知
器
使
用
料
と
し
て
13
万
１

千
円
、
25
台
分
の
感
知
器
を
購
入
す
る

機
械
器
具
費
と
し
て
62
万
１
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
基
金
と
は
単
年
度
収
支
が
原
則
の
自

治
体
会
計
の
特
例
で
、
世
代
間
の
財
政

負
担
の
平
準
化
・
公
平
を
図
る
手
段
で

あ
り
、
一
度
積
ま
れ
た
積
立
金
は
将
来

に
わ
た
り
そ
の
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
。

　
庁
舎
建
替
え
の
青
写
真
作
成
を
待
た

ず
、
前
倒
し
で
基
金
を
積
み
た
い
考
え

は
理
解
で
き
る
が
、
財
政
厳
し
き
折
り

で
あ
る
。

　
今
後
の
財
政
需
要
、
資
金
計
画
等
を

早
急
に
明
確
に
し
、
市
民
・
議
会
に
示

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

　
　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
前
年
度
比
17
億
１
３
０
０
万
円
減
の

大
幅
縮
小
の
原
因
と
し
て
財
政
的
に
無

理
な
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
と
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
を
お
し
す
す
め
た
た
め

に
、
基
金
を
ほ
ぼ
使
い
果
た
し
、
今
後

の
事
業
費
を
計
上
で
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
。
借
金
は
、
土
地
開
発

公
社
26
億
２
２
０
０
万
円
を
加
え
た
債

務
残
高
は
１
７
１
億
４
４
０
０
万
円
と

な
り
、
借
金
が
増
え
つ
づ
け
基
金
が
枯

渇
す
る
破
算
状
態
で
す
。
過
大
な
投
資

を
や
め
、
財
政
再
建
策
が
急
務
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
交
通
安
全
対
策
費
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
支
援
事
業
交
付
金
の
計
上
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

状
況
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
無
く

す
発
信
自
治
体
と
し
て
見
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ

ス
感
知
器
使
用
料
の
計
上
は
急
速
な
高

齢
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業
務

委
託
料
の
計
上
は
、
防
災
減
災
で
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
市
税

は
前
年
度
比
5.4
％
の
増
加
を
見
込
み
、

増
収
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
事
業
と

し
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修

事
業
、
地
震
・
豪
雨
対
策
予
算
の
確
保
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
、

認
知
機
能
低
下
に
よ
る
「
つ
な
が
り
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
、
全
国

さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
よ
る
「
回

遊
型
観
光
」
の
推
進
等
、
財
政
規
模
を

堅
持
し
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　

　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業

の
操
業
開
始
に
よ
り
、
歳
入
で
は
、
約

３
億
円
の
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
の

お
そ
れ
が
あ
る
人
の
見
守
り
体
制
強
化

を
図
る
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
子
ど
も
の
弱
視
や
斜
視
な
ど
の

異
常
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る

３
歳
児
健
診
で
の
眼
科
屈
折
検
査
、
小

中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
政
の
中
で
も
明
る
い
未
来
に

繋
が
る
事
業
と
評
価
し
、賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　

　
私
は
、
次
の
５
点
を
論
拠
と
し
て
反

対
す
る
。 

①
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

十
分
足
り
て
い
る
と
市
の
見
解
。
高
齢

者
は
、
知
ら
な
い
か
ら
使
わ
な
い
。 

②

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。 

③

施
設
は
高
す
ぎ
て
入
れ
な
い
。
市
の
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。 

④
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
す
べ
て
民
間
で

は
な
く
、
市
営
を
復
活
す
べ
き
。 

⑤
介

護
保
険
の
貯
金
が
６
億
円
。
よ
り
良
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
使
う
べ
き
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
当
年
度
の
工
事
と
し
て
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
が
弁
天
橋
ま
で
完
了
し
、
バ
ス
運

行
に
期
待
が
持
て
る
。
区
画
道
路
は
４

か
所
1
4
7
ｍ
の
予
定
で
、
停
車
場
線

も
早
け
れ
ば
４
年
後
位
に
は
全
線
共
用

の
見
通
し
。
仮
換
地
率
３
割
強
、
移
転

棟
数
４
割
と
な
り
順
調
に
進
捗
。
新
幸

手
の
街
づ
く
り
の
た
め
当
事
業
を
着
実

に
進
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
画
期

間
の
平
成
42
年
度
を
目
途
に
、
地
域
住

民
と
の
密
な
る
コ
ン
タ
ク
ト
を
基
本
と

し
て
事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
切
に
要

望
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
交

通
面
、
防
災
面
で
の
問
題
を
解
消
し
、

市
の
玄
関
口
整
備
、
地
域
の
利
便
性
、

快
適
性
、
安
全
性
を
高
め
、
市
の
活
性

化
に
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。
当
初
予

算
は
駅
西
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

を
図
り
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
資

す
る
予
算
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是

非
と
も
着
実
な
事
業
執
行
の
た
め
の
予

算
執
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
請
願
第
１
号
）

　「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を

含
む
全
面
解
決
に
向
け
た
意
見
書
」
の

国
へ
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
採
択
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を
含

む
解
決
に
向
け
た
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、

法
務
大
臣
に
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。

　

一般会計

歳入予算額構成比

区　　　分

合　　計

自主財源

依存財源

6,734,910
533,460
500,000
609,754

2,000,000
2,235,007
1,038,169

690,000
274,200

1,221,500
15,837,000

42.5％
3.4％
3.2％
3.9％

12.6％
14.1％

6.5％
4.4％
1.7％
7.7％

100%

予算額 割合
（単位：千円）

市 税
繰 入 金
繰 越 金
その他の自主財源
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
 臨時財政対策債
 事 業 市 債
その他 依 存 財 源

市 

債

質
　
疑

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.90〔市議会だよりさって〕No.90



質
　
疑

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工

事
１
億
２
７
３
１
万
５
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
31
年
度

に
予
定
し
て
い
た
権
現
堂
川
小
学
校
、

吉
田
小
学
校
、
長
倉
小
学
校
の
大
規
模

工
事
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
そ
の
理
由

を
市
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、

長
倉
小
学
校
は
、
平
成
31
年
度
補
正
予

算
で
復
活
と
い
い
ま
す
か
、
補
正
で
出

さ
れ
た
理
由
も
兼
ね
合
わ
せ
て
答
弁
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
　
弁

　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工
事
に

つ
い
て
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
当
初
に
お
け
る
学
校
の
便
器

洋
式
化
を
含
め
た
ト
イ
レ
の
大
規
模
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
に
よ

り
さ
か
え
小
学
校
の
１
校
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ま
だ
改

修
が
終
わ
っ
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
財
政
状
況
と
国
庫
補

助
金
の
動
向
を
精
査
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑

　
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
、

ま
た
、そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
お
り
、

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
を
挙
げ
て
認
知
症
の
人
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
地
域

密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
徘
回
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
当
市
の
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
詳
細
、
経
費
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

答
　
弁

　
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

経
費
で
す
が
、
ま
ず
、
つ
な
が
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
認
知
機
能
の

低
下
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
が
身
に
つ

け
た
小
型
の
見
守
り
機
器
、
小
型
タ
グ

と
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

っ
た
人
が
す
れ
違
う
と
、
対
象
者
の
位

置
情
報
の
履
歴
が
サ
ー
バ
ー
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
保
護
者
が
、
そ
の
提
供
さ
れ

た
位
置
情
報
履
歴
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
な
が
ら
探
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
象
者
の
早
期
発
見
と
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
位
置
情
報

提
供
を
補
充
す
る
た
め
に
、
市
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
公
共
施
設
に
感

知
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
と
し
て
、
25
カ
所
の
徘
回
探
索
サ

ー
ビ
ス
感
知
器
使
用
料
と
し
て
13
万
１

千
円
、
25
台
分
の
感
知
器
を
購
入
す
る

機
械
器
具
費
と
し
て
62
万
１
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
基
金
と
は
単
年
度
収
支
が
原
則
の
自

治
体
会
計
の
特
例
で
、
世
代
間
の
財
政

負
担
の
平
準
化
・
公
平
を
図
る
手
段
で

あ
り
、
一
度
積
ま
れ
た
積
立
金
は
将
来

に
わ
た
り
そ
の
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
。

　
庁
舎
建
替
え
の
青
写
真
作
成
を
待
た

ず
、
前
倒
し
で
基
金
を
積
み
た
い
考
え

は
理
解
で
き
る
が
、
財
政
厳
し
き
折
り

で
あ
る
。

　
今
後
の
財
政
需
要
、
資
金
計
画
等
を

早
急
に
明
確
に
し
、
市
民
・
議
会
に
示

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

　
　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
前
年
度
比
17
億
１
３
０
０
万
円
減
の

大
幅
縮
小
の
原
因
と
し
て
財
政
的
に
無

理
な
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
と
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
を
お
し
す
す
め
た
た
め

に
、
基
金
を
ほ
ぼ
使
い
果
た
し
、
今
後

の
事
業
費
を
計
上
で
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
。
借
金
は
、
土
地
開
発

公
社
26
億
２
２
０
０
万
円
を
加
え
た
債

務
残
高
は
１
７
１
億
４
４
０
０
万
円
と

な
り
、
借
金
が
増
え
つ
づ
け
基
金
が
枯

渇
す
る
破
算
状
態
で
す
。
過
大
な
投
資

を
や
め
、
財
政
再
建
策
が
急
務
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
交
通
安
全
対
策
費
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
支
援
事
業
交
付
金
の
計
上
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

状
況
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
無
く

す
発
信
自
治
体
と
し
て
見
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ

ス
感
知
器
使
用
料
の
計
上
は
急
速
な
高

齢
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業
務

委
託
料
の
計
上
は
、
防
災
減
災
で
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
市
税

は
前
年
度
比
5.4
％
の
増
加
を
見
込
み
、

増
収
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
事
業
と

し
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修

事
業
、
地
震
・
豪
雨
対
策
予
算
の
確
保
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
、

認
知
機
能
低
下
に
よ
る
「
つ
な
が
り
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
、
全
国

さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
よ
る
「
回

遊
型
観
光
」
の
推
進
等
、
財
政
規
模
を

堅
持
し
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　

　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業

の
操
業
開
始
に
よ
り
、
歳
入
で
は
、
約

３
億
円
の
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
の

お
そ
れ
が
あ
る
人
の
見
守
り
体
制
強
化

を
図
る
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
子
ど
も
の
弱
視
や
斜
視
な
ど
の

異
常
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る

３
歳
児
健
診
で
の
眼
科
屈
折
検
査
、
小

中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
政
の
中
で
も
明
る
い
未
来
に

繋
が
る
事
業
と
評
価
し
、賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　

　
私
は
、
次
の
５
点
を
論
拠
と
し
て
反

対
す
る
。 

①
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

十
分
足
り
て
い
る
と
市
の
見
解
。
高
齢

者
は
、
知
ら
な
い
か
ら
使
わ
な
い
。 

②

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。 

③

施
設
は
高
す
ぎ
て
入
れ
な
い
。
市
の
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。 

④
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
す
べ
て
民
間
で

は
な
く
、
市
営
を
復
活
す
べ
き
。 

⑤
介

護
保
険
の
貯
金
が
６
億
円
。
よ
り
良
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
使
う
べ
き
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
当
年
度
の
工
事
と
し
て
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
が
弁
天
橋
ま
で
完
了
し
、
バ
ス
運

行
に
期
待
が
持
て
る
。
区
画
道
路
は
４

か
所
1
4
7
ｍ
の
予
定
で
、
停
車
場
線

も
早
け
れ
ば
４
年
後
位
に
は
全
線
共
用

の
見
通
し
。
仮
換
地
率
３
割
強
、
移
転

棟
数
４
割
と
な
り
順
調
に
進
捗
。
新
幸

手
の
街
づ
く
り
の
た
め
当
事
業
を
着
実

に
進
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
画
期

間
の
平
成
42
年
度
を
目
途
に
、
地
域
住

民
と
の
密
な
る
コ
ン
タ
ク
ト
を
基
本
と

し
て
事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
切
に
要

望
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
交

通
面
、
防
災
面
で
の
問
題
を
解
消
し
、

市
の
玄
関
口
整
備
、
地
域
の
利
便
性
、

快
適
性
、
安
全
性
を
高
め
、
市
の
活
性

化
に
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。
当
初
予

算
は
駅
西
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

を
図
り
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
資

す
る
予
算
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是

非
と
も
着
実
な
事
業
執
行
の
た
め
の
予

算
執
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
請
願
第
１
号
）

　「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を

含
む
全
面
解
決
に
向
け
た
意
見
書
」
の

国
へ
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
採
択
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を
含

む
解
決
に
向
け
た
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、

法
務
大
臣
に
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。

　

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

倉

　繁

　健

　一

　氏

山

　口

　寿

　通

　氏

河

　村

　成

　子

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

石

　井

　和

　子

　氏

小
森
谷

　
　
　進

　氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
１
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例

を
可
決

（
議
案
第
１
号
）

幸
手
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例

を
可
決

（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
16
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
を
可
決
　

請
願
第
１
号
お
よ
び
意
見
書

案
第
１
号
が
採
択
・
可
決
　

請
願
第
１
号
お
よ
び
意
見
書

案
第
１
号
が
採
択
・
可
決
　

（
議
案
第
21
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算
を
可
決

（
議
案
第
21
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算
を
可
決

反
対
討
論

（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

（
議
案
第
19
号
）

平
成
31
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
を
可
決
　

↓ルビ注意 3ヵ所

・
・
・
・
・

・
・

・
・
・

（4）（5） 〔市議会だよりさって〕No.90〔市議会だよりさって〕No.90

意見書案第１号
アスベスト被害者補償基金を含む解決に向けた意見書

　アスベスト（石綿）は建築資材に多く含有し、製造業だけで
なく建設現場にも被害が拡大しました。アスベスト被害者の中
には、これまでの長年の訴訟の中で、病状が悪化し亡くなった
原告も多くいます。本議会でも、一昨年、議員がアスベストに
よる中皮腫で亡くなり、身近で見過ごせない問題となりまし
た。
　長年の裁判の中で、国と関連企業の責任は明らかになってお
ります。現在、被害者の救済制度はあるものの、十分なものと
は言えません。政府と関連企業は、司法判断を重く受け止め謝
罪と完全賠償をおこない、早急に「被害者補償基金制度」の創
設を決断すべきです。
　アスベストによる疾患のうち、呼吸機能が低下する石綿肺に
ついては、1950年代、肺がんや中皮腫などは70年代、それぞれ
石綿との因果関係があると医学的見解が確立され、政府もその
頃石綿による健康被害の危険性を認識していたことは間違いあ
りません。
　そうであれば、建設現場では防塵マスクの着用や、吸引した
ら危険なことを警告表示することが必要だったにもかかわら
ず、防塵マスク着用、警告を企業に義務付けませんでした。そ
のためにアスベスト含有建材が多くの現場で切断されるなどし
て、その粉塵が舞う中でマスクを着けずに、建設業従事者が作
業することが全国の建設現場で起こりました。
　日本での使用禁止は2006年からとあまりにも遅く、その間に
被害者が増え続けたことを考えれば、規制権限を行使しなかっ
た政府の責任は明らかです。
　「命あるうちに」「裁判によらない補償を」は、被害者・遺
族の切実な願いで、裁判によらない簡易で迅速な救済となる
「建設石綿被害者補償基金制度」の創設が必要です。
　以上のことから、本市議会は政府に対し、下記事項について
強く求めます。

記
　アスベスト被害者に対する「建設石綿被害者補償基金制度」
の創設をすること。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出いたし
ます。

平成31年3月19日
埼玉県幸手市議会議長　藤　沼　　貢

答
　
弁



質
　
疑

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

さ
か
え
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工

事
１
億
２
７
３
１
万
５
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
31
年
度

に
予
定
し
て
い
た
権
現
堂
川
小
学
校
、

吉
田
小
学
校
、
長
倉
小
学
校
の
大
規
模

工
事
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
そ
の
理
由

を
市
長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、

長
倉
小
学
校
は
、
平
成
31
年
度
補
正
予

算
で
復
活
と
い
い
ま
す
か
、
補
正
で
出

さ
れ
た
理
由
も
兼
ね
合
わ
せ
て
答
弁
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

答
　
弁

　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
工
事
に

つ
い
て
ご
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成

31
年
度
の
当
初
に
お
け
る
学
校
の
便
器

洋
式
化
を
含
め
た
ト
イ
レ
の
大
規
模
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
に
よ

り
さ
か
え
小
学
校
の
１
校
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ま
だ
改

修
が
終
わ
っ
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
財
政
状
況
と
国
庫
補

助
金
の
動
向
を
精
査
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑

　
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
、

ま
た
、そ
の
予
備
群
と
言
わ
れ
て
お
り
、

患
者
数
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
を
挙
げ
て
認
知
症
の
人
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
地
域

密
着
型
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
こ
の
徘
回
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
当
市
の
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
詳
細
、
経
費
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容本会議質疑内容こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

答
　
弁

　
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

経
費
で
す
が
、
ま
ず
、
つ
な
が
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
認
知
機
能
の

低
下
等
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
が
身
に
つ

け
た
小
型
の
見
守
り
機
器
、
小
型
タ
グ

と
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

っ
た
人
が
す
れ
違
う
と
、
対
象
者
の
位

置
情
報
の
履
歴
が
サ
ー
バ
ー
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
保
護
者
が
、
そ
の
提
供
さ
れ

た
位
置
情
報
履
歴
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
な
が
ら
探
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
象
者
の
早
期
発
見
と
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
位
置
情
報

提
供
を
補
充
す
る
た
め
に
、
市
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
公
共
施
設
に
感

知
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

経
費
と
し
て
、
25
カ
所
の
徘
回
探
索
サ

ー
ビ
ス
感
知
器
使
用
料
と
し
て
13
万
１

千
円
、
25
台
分
の
感
知
器
を
購
入
す
る

機
械
器
具
費
と
し
て
62
万
１
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　反
対
討
論

　
　
　松
田

　雅
代

　
基
金
と
は
単
年
度
収
支
が
原
則
の
自

治
体
会
計
の
特
例
で
、
世
代
間
の
財
政

負
担
の
平
準
化
・
公
平
を
図
る
手
段
で

あ
り
、
一
度
積
ま
れ
た
積
立
金
は
将
来

に
わ
た
り
そ
の
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
。

　
庁
舎
建
替
え
の
青
写
真
作
成
を
待
た

ず
、
前
倒
し
で
基
金
を
積
み
た
い
考
え

は
理
解
で
き
る
が
、
財
政
厳
し
き
折
り

で
あ
る
。

　
今
後
の
財
政
需
要
、
資
金
計
画
等
を

早
急
に
明
確
に
し
、
市
民
・
議
会
に
示

さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

　
　反
対
討
論

　
　
　大
平

　泰
二

　
前
年
度
比
17
億
１
３
０
０
万
円
減
の

大
幅
縮
小
の
原
因
と
し
て
財
政
的
に
無

理
な
民
間
橋
上
駅
舎
建
設
と
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
を
お
し
す
す
め
た
た
め

に
、
基
金
を
ほ
ぼ
使
い
果
た
し
、
今
後

の
事
業
費
を
計
上
で
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
。
借
金
は
、
土
地
開
発

公
社
26
億
２
２
０
０
万
円
を
加
え
た
債

務
残
高
は
１
７
１
億
４
４
０
０
万
円
と

な
り
、
借
金
が
増
え
つ
づ
け
基
金
が
枯

渇
す
る
破
算
状
態
で
す
。
過
大
な
投
資

を
や
め
、
財
政
再
建
策
が
急
務
で
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林

　順
一

　
交
通
安
全
対
策
費
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
支
援
事
業
交
付
金
の
計
上
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

状
況
で
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
無
く

す
発
信
自
治
体
と
し
て
見
本
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
徘
徊
探
索
サ
ー
ビ

ス
感
知
器
使
用
料
の
計
上
は
急
速
な
高

齢
化
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業
務

委
託
料
の
計
上
は
、
防
災
減
災
で
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
市
税

は
前
年
度
比
5.4
％
の
増
加
を
見
込
み
、

増
収
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
事
業
と

し
て
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修

事
業
、
地
震
・
豪
雨
対
策
予
算
の
確
保
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
、

認
知
機
能
低
下
に
よ
る
「
つ
な
が
り
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
、
ベ
ナ
ン
共

和
国
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
、
全
国

さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
よ
る
「
回

遊
型
観
光
」
の
推
進
等
、
財
政
規
模
を

堅
持
し
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田

　謡
子

　

　
幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業

の
操
業
開
始
に
よ
り
、
歳
入
で
は
、
約

３
億
円
の
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
の

お
そ
れ
が
あ
る
人
の
見
守
り
体
制
強
化

を
図
る
つ
な
が
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
、
子
ど
も
の
弱
視
や
斜
視
な
ど
の

異
常
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る

３
歳
児
健
診
で
の
眼
科
屈
折
検
査
、
小

中
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
な
ど
、
限

ら
れ
た
財
政
の
中
で
も
明
る
い
未
来
に

繋
が
る
事
業
と
評
価
し
、賛
成
と
す
る
。

　反
対
討
論

　
　
　大
山

　重
隆

　

　
私
は
、
次
の
５
点
を
論
拠
と
し
て
反

対
す
る
。 

①
現
在
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

十
分
足
り
て
い
る
と
市
の
見
解
。
高
齢

者
は
、
知
ら
な
い
か
ら
使
わ
な
い
。 

②

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。 

③

施
設
は
高
す
ぎ
て
入
れ
な
い
。
市
の
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。 

④
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
す
べ
て
民
間
で

は
な
く
、
市
営
を
復
活
す
べ
き
。 

⑤
介

護
保
険
の
貯
金
が
６
億
円
。
よ
り
良
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
使
う
べ
き
。

　賛
成
討
論

　
　
　中
村

　孝
子

　
当
年
度
の
工
事
と
し
て
杉
戸
幸
手
栗

橋
線
が
弁
天
橋
ま
で
完
了
し
、
バ
ス
運

行
に
期
待
が
持
て
る
。
区
画
道
路
は
４

か
所
1
4
7
ｍ
の
予
定
で
、
停
車
場
線

も
早
け
れ
ば
４
年
後
位
に
は
全
線
共
用

の
見
通
し
。
仮
換
地
率
３
割
強
、
移
転

棟
数
４
割
と
な
り
順
調
に
進
捗
。
新
幸

手
の
街
づ
く
り
の
た
め
当
事
業
を
着
実

に
進
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
計
画
期

間
の
平
成
42
年
度
を
目
途
に
、
地
域
住

民
と
の
密
な
る
コ
ン
タ
ク
ト
を
基
本
と

し
て
事
業
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
切
に
要

望
す
る
。

　賛
成
討
論

　
　
　木
村

　治
夫

　
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
交

通
面
、
防
災
面
で
の
問
題
を
解
消
し
、

市
の
玄
関
口
整
備
、
地
域
の
利
便
性
、

快
適
性
、
安
全
性
を
高
め
、
市
の
活
性

化
に
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。
当
初
予

算
は
駅
西
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

を
図
り
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
に
資

す
る
予
算
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是

非
と
も
着
実
な
事
業
執
行
の
た
め
の
予

算
執
行
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

（
請
願
第
１
号
）

　「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を

含
む
全
面
解
決
に
向
け
た
意
見
書
」
の

国
へ
の
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」

で
採
択
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

　
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
補
償
基
金
を
含

む
解
決
に
向
け
た
意
見
書
案
が
提
出
さ

れ
、幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
多
数
」
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意見書案第１号
アスベスト被害者補償基金を含む解決に向けた意見書

　アスベスト（石綿）は建築資材に多く含有し、製造業だけで
なく建設現場にも被害が拡大しました。アスベスト被害者の中
には、これまでの長年の訴訟の中で、病状が悪化し亡くなった
原告も多くいます。本議会でも、一昨年、議員がアスベストに
よる中皮腫で亡くなり、身近で見過ごせない問題となりまし
た。
　長年の裁判の中で、国と関連企業の責任は明らかになってお
ります。現在、被害者の救済制度はあるものの、十分なものと
は言えません。政府と関連企業は、司法判断を重く受け止め謝
罪と完全賠償をおこない、早急に「被害者補償基金制度」の創
設を決断すべきです。
　アスベストによる疾患のうち、呼吸機能が低下する石綿肺に
ついては、1950年代、肺がんや中皮腫などは70年代、それぞれ
石綿との因果関係があると医学的見解が確立され、政府もその
頃石綿による健康被害の危険性を認識していたことは間違いあ
りません。
　そうであれば、建設現場では防塵マスクの着用や、吸引した
ら危険なことを警告表示することが必要だったにもかかわら
ず、防塵マスク着用、警告を企業に義務付けませんでした。そ
のためにアスベスト含有建材が多くの現場で切断されるなどし
て、その粉塵が舞う中でマスクを着けずに、建設業従事者が作
業することが全国の建設現場で起こりました。
　日本での使用禁止は2006年からとあまりにも遅く、その間に
被害者が増え続けたことを考えれば、規制権限を行使しなかっ
た政府の責任は明らかです。
　「命あるうちに」「裁判によらない補償を」は、被害者・遺
族の切実な願いで、裁判によらない簡易で迅速な救済となる
「建設石綿被害者補償基金制度」の創設が必要です。
　以上のことから、本市議会は政府に対し、下記事項について
強く求めます。

記
　アスベスト被害者に対する「建設石綿被害者補償基金制度」
の創設をすること。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出いたし
ます。

平成31年3月19日
埼玉県幸手市議会議長　藤　沼　　貢
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